
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４３０１

基盤研究(A)（一般）

2015～2013

認知的メタプロセスの進化と発達

Evolution and development of cognitive meta-processes

８０１８３１０１研究者番号：

藤田　和生（Fujita, Kazuo）

京都大学・文学研究科・教授

研究期間：

２５２４００２０

平成 年 月 日現在２８   ６ ２１

円    36,600,000

研究成果の概要（和文）：本課題は、意識や内省と呼ばれる、私的な心的情報にアクセスする心の機能（認知的メタプ
ロセス）の進化と発達を、多様な動物や乳幼児を対象に分析するとともに、それが他者理解機能にもたらす意義を明ら
かにすることであった。主な成果として、イヌやネコはじめ多様な動物が、偶発的に憶えた記憶内容を後刻取り出して
適応的に利用できるらしいこと、5-6歳児は、将来の自身の知識状態を推理して、必要な情報を事前に準備できること
、ハトにもその能力は一部備わっていること、イヌは他者間のやり取りから第三者を評価すること、イヌは自身の行動
経験を、他者の行動の意味や物体の性質の理解などに利用できることなどを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this project was to analyze evolution and development of cognitive 
metaprocesses -- active access to internal private mental events -- in various animals and human 
children, and to elucidate how this process helps understanding of others. Some of the major findings 
include: a) many nonhuman animals including dogs, cats, etc. are able to retrieve and adaptively use 
incidentally-encoded memory trace of a single previous episode. b) 5-6 year olds are able to prepare 
necessary information in predicting their own knowledge states in the future, and this ability is partly 
shared with pigeons. c) dogs evaluate people by observing their interactions from a third-party 
viewpoint. d) dogs are able to use their previous experience to understand meaning of others’ behavior 
and function of objects.

研究分野：比較認知科学
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１．研究開始当初の背景 
意識や内省と呼ばれる心の内部に対する
再帰的で能動的なアクセス－認知的メタプ
ロセス－は、成人において最高度に発達した
高次認知能力である。その進化と発達を明ら
かにすることは、ヒトという存在を理解する
上で、極めて重要な作業である。 
これまでに、霊長類を始めとする多様な分
類群の動物が、記憶や自信や知識などに対す
るメタ認知をもつ可能性が示されている。鳥
類では、エピソード記憶的な複合記憶の例証
はあるものの、メタ認知については肯定的結
果がなかったが、我々は前課題（基盤(S) 
20220004）において、ハトなどの鳥類からメ
タ認知の肯定的結果を複数得た。思いのほか
多様な系統の動物種に、このプロセスが共有
されている可能性がある。 
これは認知的メタプロセスの高い適応的
意義を示唆している。例えば以下の４点が考
えられよう。a) 自己理解の拡張的投影により
実現可能な他者理解への転用、b) 自身の知識
の不備を補うなどの自身の認知的適応の高
度化、c) 外界から離断された認知的世界の構
築による思考の柔軟性の向上、d) 言語につな
がる複雑な入れ子の思考を可能にする再帰
性の処理の実現。a)～d)の可能性を実証的に
検討することは、ヒトの理解に極めて重要な
意義を持つと思われる。 
認知的メタプロセスの比較研究は、米国と
欧州で活性化しているが、動物ではその存在
の例証が重視され、上述の問題意識は希薄で
ある。ヒトと動物を峻別する文化的背景も寄
与しているだろう。その意味で、これはわが
国においてこそおこなわれるべき課題であ
る。ところが国内では、これに関する研究は、
ほとんどおこわれていない。 
 
２．研究の目的 
本研究課題は、前課題を発展させ、(1)どの
ような認知的メタプロセスがどのような動
物やどのような年齢の乳幼児に分有されて
いるかの拡張的分析と、(2)上記 a)～d)の実証
的検討による認知的メタプロセスの適応的
意義の種比較的・発達比較的分析、ならびに
(3)それらの総合的考察、特に(1)と(2)の関連
性の解析による認知的メタプロセスの発生
過程の解明、を目的とした。 
 
３．研究の方法 
認知的メタプロセスの多様な側面と、その
利用と考えられる自己理解、自己適応の向上、
他者理解に関する包括的検討を、広範な系統
の動物と乳幼児を対象におこなった。具体的
な実験に関しては、成果を見つつ、柔軟に調
整をおこないながら実施した。 
 
４．研究成果 
以下に主な研究成果を述べる 
１）フサオマキザルのメタ記憶 
フサオマキザルを対象に、記憶痕跡の強度

だけでなく、その内容の詳細をメタ認知でき
るかどうかを調べた。形と提示位置の複合刺
激を用いた遅延見本合わせ中に、形あるいは
位置の記憶に干渉する妨害刺激を挿入した。
その後の形課題あるいは位置課題の選択と
その正答率への効果を調べた。妨害された課
題を回避する傾向は一部みられたが、選択し
た方の課題の正答率が、それを強制した場合
よりも高くなることは見られなかった。フサ
オマキザルは記憶痕跡の詳細に関するメタ
認知は持たないのかもしれない。さらなる検
討が必要である（Takagi & Fujita, in prep）。 
２）ハトのメタ認知的情報希求 
ハトに系列学習を訓練した。学習課題が常
に同じ刺激である定常系列と、毎セッション
変化する変動系列があった。これらの課題の
いずれが走るかを、ハトはスタートキーの色
から知ることができた。スタートキーをつつ
いた直後にハトは、正解が教えられるヒント
付き課題と、ヒントなし課題を選択すること
ができた。するとハトは、変動系列の時によ
りヒント付き課題を選択することが多くな
ることがわかった。これは将来の認知的状態
に対するメタ認知がハトにも可能であるこ
とを示唆する事実である（Iwasaki & Fujita, 
submitted）。 
３）幼児のメタ認知的情報希求 
５－６歳児に、シール探しゲームをさせた。
一方の部屋ではシールが不透明なカップの
うちの１つに隠された。他方の部屋では透明
カップの１つに隠された。実験者がシールを
隠している時の部屋の様子をモニターで見
ることができることを教えると、６歳児では
不透明カップのある部屋をよく覗く行動が
初期から見られた。６歳児は、将来自身が見
舞われるであろう困難を予想して、あらかじ
め準備的な情報希求をおこなえることがわ
かった（Iwasaki & Fujita, in prep） 
４）偶発的記憶の想起に関する比較研究 
一度だけ訪れた食餌行動を後刻思い出し
て利用する能力を種比較した。４つの採餌場
所の２箇所に食物を入れ、すべての場所を訪
れさせて、２つの食物のうちで１箇所からの
み食べさせた。数分から 30 分までの遅延時
間後、食物を全部取り去って、自由に探索さ
せた。イヌでは餌を採らなかった場所を優先
的に訪れることがわかっている。同様の傾向
がネコ、ウマ、シリアンハムスターにも見ら
れた。多くの動物にこうした偶発的記憶をエ
ピソード的に思い出す能力は備わっている
ことが示唆される（Betsuyaku, Tsuzuki, 
Takimoto, Takagi, & Fujita, in prep）。 
５）イヌにおける他者の信頼性の認識 
イヌはヒトの指さしを読み取って、その先に
ある隠された餌を見つけることが得意であ
る。この課題ができること確認した後、2 試
行だけ、イヌに餌のありかを明かした後に実
験者があえてカラの方を指さすと、その後、
その実験者の指さしには従わなくなること
がわかった。実験者が変わると、イヌの行動



はもとどおりになった。つまりイヌはわずか
2 回の欺き的指さしから当該人物の信頼性を
評価し、適切に行動を変えることがわかった
（Takaoka, et al., 2015)。 
６）イヌにおける第三者的人物評価 
ヒトは自身の利害に直結しない第三者間
のやり取りから人物を評価する。同様のこと
はイヌにもあるのだろうか。イヌに飼い主と
演技者とのやり取りを観察させた。飼い主が
隣に座る演技者に、容器のふた開けの援助を
依頼した。演技者は容器を両手で支えて援助
する場合と、そっぽを向いて拒否する場合が
あった。このやり取りの後、演技者と、反対
側に座っていた中立の人物の２人が同時に
イヌに餌を差し出した。するとイヌは演技者
が援助を拒否したときには、その人物を避け
て、中立の人物から餌を取ることが多かった。
イヌも自身の利害に関係しない場面で、人物
を感情的に評価することがわかった
（Chijiiwa, et al., 2015） 
７）リスザルにおける第三者的人物評価 
類似した第三者評価をリスザルで検討し
た。2 人の人物が意味のない物体のやり取り
をした。一方の人物 Aは他方 Bのリクエスト
に応えて手持ちの物体をすべて手渡した。次
いで A は B に物体を要求した。B は別にある
自分の手持ちの物体をAにすべて手渡す場合
と、手渡さない場合があった。その後この 2
人の人物が餌をサルに差し出したところ、お
返しをしない人物を避け、お返しをする人物
を好むことがわかった。善行をする人物が高
評価を受けることが動物で初めて示された
が、これはその試行だけの短期的効果である
と考えられ、人物評価とまでは言えないかも
しれない（Anderson, et al., in press） 
８）イヌにおける自己経験を利用した推論 
見かけは同じだが重さの異なる２つのド
アを用意し、その背後に餌を置いて演技者が
ドアを開けて見せた後に、イヌにドアを選択
させた。この場面ではイヌの選択はでたらめ
であったが、あらかじめイヌに自分でドアを
開ける経験をさせて、ドアには重いものと軽
いものがあることを教えておくと、イヌは演
技者の演技からいずれのドアが軽いかを推
理して、そちらを選択することがわかった。
自身の経験が投影的な他者理解を促進させ
たと見ることができるが、演技者の行動では
なく、ドアの動きそのものの理解を促進させ
たと見ることもできる（Kuroshima, Nabeoka, 
& Fujita, in prep）。 
以上のように、多くの動物がある程度内省
的な心的機能を持ち、メタ認知やエピソード
記憶を利用することができるとともに、実際
にそれらを用いて情報を希求し、将来の適応
を増進することが明らかになった。また多く
の動物は優れた他者理解機能を持ち、それら
は自身の利害に関連しない場面でも発揮さ
れる。さらに自己の経験を利用して、他者の
行動あるいは環境に関する推論を促進させ
ることもわかった。全体として、認知的メタ

プロセスの適応的機能が数多く例証された
ということができ、プロジェクトのねらいは
達成された。 
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